
今年も道路美化活動実施されました！
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２０１７年、大雨や台風の影響もありましたが、今年も、いろんな場所で、多く
の方が、道路の美化活動で、清掃や花植えを実施しました。

【４月】

【３月】
４日（土）に『峠の桜を守る会』の活動が国道２２０号沿いの堀切峠トンネル近くにて実施さ

れました。 当日は快晴で、春を感じる暖かい日でした。
みんなで、除草、伐採作業を行い、成育中の桜の木も見通せるようなりました。成育中の

桜が、綺麗に開花する日が待ち遠しいですね。

みんなの作業で、成育中の桜が、
見通せるようになりました (^_^)/

長友会長 挨拶

みんなで、除草、
伐採を開始！

２２日に宮崎市橘
通り（国道220号）に
て、春の植栽ボラン
ティアが開催されま
した。早朝曇りでし
たが、活動の時は
晴れていい活動日
和となりました。
約３００名もの

方々が集まり、花
植え・清掃を実施し、
きれいな橘通りに
なりました。



２６日（金）に、国道１０号
沿いの橘通４丁目で、「橘
通４丁目地区花のまちづく
り実行委員会」による花植
え・清掃のボランティア活動
が実施されました。

参加した７０名が花植え・
清掃を行い、活動後、『いい
活動できてよかった』という
声がありました。

みんなで活動し、きれいに
した通りはすばらしいです
ね。

【５月】

【６月】
１０日（土）に『峠の桜を守る会』の活動が国道２２０号沿いの堀切峠トンネル近

くで実施されました。
当日は快晴で約５０名の参加者が集まり、草のトゲなどに苦戦しながら除草作

業を行い、草に埋もれていた桜の若木も見えるようになりました。



２１日に宮崎市橘通りにて、みやざきフラワーロード・ネットワーク主催の
「まちんなかフラワーパーク２０１７秋の植栽ボランティア」が開催されました。
当日は曇りでしたが、約２２０名の方が参加し、花植え・清掃を実施しました。
秋の橘通りが、神武大祭を前に彩られました（＾＾）

【１０月】

【９月】
９日、国道２２０号沿いの宮崎市と日南市の市境付近で、『コバノセンナを育て

る会』主催の「コバノセンナ植栽活動」が行われました。約５０名が集まり、花植

え・除草等を行いました。



「みちづくしin宮崎２０１７」開催！！

平成２９年１０月５日（木）に宮崎県宮崎市の宮崎市民プラザにおいて、九州各県の道

守（みちもり）の方が、一堂に会する「みちづくしin宮崎２０１７」が開催されました。宮崎県

では、２回目の開催で、今回のテーマは、「道育（ドウイク！？） ～道守の明日に向かっ

て～」です。「道を育む」ことの大切さを再認識するとともに、「道守活動を今後どのように

継承・発展させていくか」（＝ドウイク）を現場から考えようという意図です。

１３：００～ 挨 拶：実行委員長、道守九州会議代表世話人、宮崎市長

九州地方整備局長、宮崎県知事

１３：２０～ 道守功労者表彰：各県から、６名と１団体が受賞

１４：００～ 分 科 会：４分科会に分かれ、各テーマについて意見交換

１５：５０～ 全 体 会：各分科会での意見について、報告

１６：４５～ 大 会 宣 言

【交流会プログラム】

【道守功労者表彰】

道守ふくおか会議：門司港レトロ花の会 代表 北里 幸良 氏

道守佐賀会議：多久市そうじの会 副代表 瀬川 武雄 氏

道守長崎会議：道守長崎会議 理事 酒井 修子 氏

道守くまもと会議：大津町商工会女性部長 山本 セツ 氏

道守大分会議：道守大分会議 代表世話人 桑野 和泉 氏

道守みやざき会議：宮崎空港ビル株式会社

道守かごしま会議：荷馬車組合 会長 前田 健治 氏

《道守功労者表彰》 各県より、６名と１団体が受賞されました。

《分 科 会》 ４つの分科会に分かれ、各テーマについて、意見交換を行いました。

【第２分科会】 テーマ：「道守活動の資金調達について」

ファシリテーター：道守みやざき会議副代表世話人 中島 隆志 氏

発表者：道守佐賀会議 多久市そうじの会 𠮷浦 啓一郎 氏

：道守大分会議 国立大分工業高等専門学校 教授 亀野 辰三 氏

【第４分科会】 テーマ：「まち歩きを通じた地域の活性化について」

ファシリテーター：特定非営利活動法人 五ヶ瀬自然学校 理事長

宮崎県地域づくりネットワーク協議会 会長 杉田 英治 氏

発表者：道守長崎会議 特定非営利活動法人 道守長崎 理事 牧 圭子氏

道守くまもと会議 合同会社フットパス研究所 濱田 孝正 氏

【第３分科会】 テーマ：「道守と地域の連携について」

ファシリテーター：九州工業大学教授 道守ふくおか代表世話人 吉武 哲信 氏

宮崎大学地域資源創成学部准教授

みちづくしin宮崎２０１７実行委員長 根岸 裕孝 氏

発表者：道守大分会議 特定非営利活動法人 大分研究所 主任研究員 加藤 千明 氏

：道守みやざき会議 酒谷地区むらおこし推進協議会 日髙 茂信 氏

【第１分科会】 テーマ：「道守の人材確保・育成について」

ファシリテーター：宮崎県NPO・協働支援センター

一般社団法人カルチベイト代表理事 井上 優 氏

発表者：道守ふくおか会議 特定非営利活動法人はかた夢松原の会 理事長 礒谷 慶子 氏

：道守かごしま会議 札元商工親睦会 西之園 実秋 氏



ボランティア・サポート・プログラム（ＶＳＰ）とは、地域住民や諸団体・企業等と道路管理者において
協定を結び、道路敷地の植栽帯等において、その地域住民（団体等）が清掃や除草を含めた植栽の維持管理
の一部を行うものです。

《全 体 会》
各分科会のファシリテーター、発表者から分科会での意見を報告し、会場の皆様から意

見も頂きました。

【第１分科会】 テーマ：「道守の人材確保・育成について」
（まとめ）
○小学校を引き込むのは少々難しい。大学生、警察署・消防署など引き込み、一緒に活
動をしていく。

○巻き込み方、情報の発信力が大事。

【第２分科会】 テーマ：「道守活動の資金調達について」
（まとめ）
○道守内外へ情報を発信・共有を行い、直接的・間接的な仲間を増やす事で、資金調達・
支出減を行う。

【第３分科会】 テーマ：「道守と地域の連携について」
（まとめ）

○まずは、やれること、繋がれることからやる。
○地域をよくする心を育てる、学校との連携、人材の承継。

【第４分科会】 テーマ：「まち歩きを通じた地域の活性化について」
（まとめ）

○道に関する活動は各地にある。各々は活発に活動しているが、横のつながりが必要。

連携して行っていくために「歩く」をキーワードにつながっていくことが大切である。歩くとい

う普遍的な行動をきっかけにして横串を指していこう。

今日、私たちは、この宮崎の地にて道守活動の課題と未来について率直に語り合い

ました。

そこで私たちは、地域の素晴らしさをお互い再確認すること、道守内外の情報の共有

と発信をすること、仲間づくりと人づくりを積極的に行うことを語り合いました。そして、

まずはやれることから取り組むことを確認いたしました。

私たちは、災害を乗り越えて、誇りある地域づくりに向かって今日の学びを活かしな

がら、楽しみながら道守活動をさらに発展させることとしたいと思います。

みちづくし in みやざき 2017 大会実行委員長 根岸裕孝 （道守みやざき 代表世話人）

《大会宣言》


